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安久津勝彦町長

３
月
町
議
会
定
例
会
で
示
さ
れ
た
、
ま
ち
づ
く
り
の
方
針
で
あ
る

行
政
執
行
方
針
と
教
育
行
政
執
行
方
針
を
紹
介
し
ま
す
。

　

平
成
26
年
度
の
町
政
執
行
に
当
た
っ
て
は
、

「
基
幹
産
業
の
振
興
」「
地
域
の
活
性
化
」「
福

祉
施
策
、
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
の
推
進
」

な
ど
の
主
な
取
り
組
み
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま

で
の
成
果
を
基
に
、
関
係
機
関
・
団
体
と
の

連
携
、
町
民
と
の
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り

に
ま
い
進
し
て
い
き
ま
す
。
併
せ
て
、
１
市

18
町
村
で
共
有
す
る
「
フ
ー
ド
バ
レ
ー
と
か

ち
」「
国
際
戦
略
総
合
特
区
」「
十
勝
バ
イ
オ

マ
ス
産
業
都
市
構
想
」
等
の
広
域
連
携
に
つ

い
て
も
念
頭
に
置
き
な
が
ら
、
可
能
性
の
追

求
を
図
り
ま
す
。

　

本
町
に
と
っ
て
も
最
大
の
懸
念
事
項
で
あ

る
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
等
、
不
透
明
な
状
況
も
多
々

あ
り
ま
す
が
、
町
政
執
行
に
全
力
で
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
。

地
域
活
性
化
の
推
進

　

新
築
や
増
改
築
、
耐
震
改
修
等
を
行
う
町

民
へ
の
支
援
を
目
的
に
、
平
成
24
年
度
か
ら

住
環
境
整
備
補
助
制
度
を
進
め
て
い
ま
す
が
、

本
制
度
の
創
設
を
き
っ
か
け
に
多
く
の
町
内

業
者
に
よ
る
新
増
築
や
改
修
工
事
が
行
わ
れ
、

地
域
経
済
の
活
性
化
と
住
環
境
の
改
善
に
非

常
に
効
果
の
あ
る
事
業
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

本
年
度
に
お
い
て
も
引
き
続
き
実
施
し
ま
す
。

　

ま
た
、
昨
年
度
同
様
住
民
参
加
に
よ
る
ま

ち
づ
く
り
や
住
民
の
主
体
性
が
発
揮
で
き
る

ま
ち
づ
く
り
活
動
を
行
う
町
内
住
民
グ
ル
ー

プ
、
自
主
防
災
組
織
結
成
を
目
指
す
自
治
会

等
に
対
し
財
政
的
な
支
援
を
行
い
ま
す
。

　

ふ
る
さ
と
足
寄
応
援
寄
附
推
進
事
業
と
し

て
、
本
町
の
特
産
品
を
全
国
に
向
け
て
Ｐ
Ｒ

す
る
と
と
も
に
、
ふ
る
さ
と
足
寄
応
援
寄
附

金
の
収
入
増
を
図
る
た
め
、
一
定
額
以
上
の

ふ
る
さ
と
納
税
を
さ
れ
る
町
外
の
方
に
、
町

特
産
品
の
贈
呈
や
、
本
年
６
月
を
目
途
に
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
て
寄
附
を
行
え
る
シ

ス
テ
ム
の
導
入
を
図
り
ま
す
。

　

本
年
４
月
か
ら
消
費
税
が
８
％
に
引
き
上

げ
と
な
り
、
町
民
の
皆
さ
ん
の
負
担
や
町
内

で
の
消
費
低
迷
な
ど
影
響
が
懸
念
さ
れ
る
こ

と
か
ら
、
町
民
生
活
応
援
事
業
の
取
り
組
み

を
行
う
こ
と
と
し
、
足
寄
町
商
工
会
が
実
施

す
る
「
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
発
行
事
業
」
に

対
し
、
プ
レ
ミ
ア
ム
分
（
15
％
）
等
を
町
民

生
活
応
援
事
業
補
助
金
と
し
て
、
予
算
措
置

を
行
い
ま
し
た
。

　

市
街
地
に
お
け
る
移
動
手
段
の
充
実
と
利

便
性
が
高
く
効
率
的
な
公
共
交
通
体
系
づ
く

り
を
目
指
し
、「
足
寄
町
地
域
生
活
交
通
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
計
画
」
を
策
定
し
、
将
来
的
に

持
続
可
能
な
市
街
地
の
移
動
手
段
の
確
保
を

図
り
ま
す
。

　

自
治
会
活
動
に
つ
い
て
で
す
が
、
住
み
よ

い
地
域
社
会
づ
く
り
や
ま
ち
づ
く
り
の
中
核

と
な
る
自
治
会
活
動
の
活
性
化
に
努
め
る
と

と
も
に
、「
自
ら
の
地
域
を
自
ら
が
守
る
」

防
災
活
動
と
し
て
、
自
主
防
災
組
織
の
組
織

化
に
向
け
た
取
り
組
み
を
推
進
し
ま
す
。

　

電
算
シ
ス
テ
ム
の
ク
ラ
ウ
ド
化
に
つ
い
て

は
、
現
在
使
用
し
て
い
る
サ
ー
バ
ー
等
の
機

器
類
は
、
保
守
可
能
年
限
を
超
え
更
新
が
必

要
な
こ
と
か
ら
、
本
年
度
内
に
総
費
用
の
低

減
が
図
ら
れ
る
ク
ラ
ウ
ド
型
業
務
シ
ス
テ
ム

に
移
行
し
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
導
入
経
費

の
削
減
だ
け
で
は
な
く
、
災
害
時
の
対
応
な

ど
、
運
用
面
に
お
い
て
も
大
き
な
メ
リ
ッ
ト

場
の
確
保
に
つ
い
て
足
寄
町
社
会
福
祉
協
議

会
を
始
め
、「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
マ
マ
サ
ポ
ー
ト

え
ぷ
ろ
ん
」
お
よ
び
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
障
が
い

児
・
者
地
域
サ
ポ
ー
ト
ふ
れ
あ
い
」「
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
よ
り
そ
い
倶
楽
部
」
な
ど
の
関
係
機

関
と
連
携
し
て
調
査
検
討
し
ま
す
。

　

町
民
の
命
と
健
康
を
守
る
取
り
組
み
に
つ

い
て
で
す
が
、
病
気
の
早
期
発
見
、
悪
化
さ

せ
な
い
た
め
の
各
種
健
（
検
）
診
と
し
て
、

新
た
に
脳
ド
ッ
ク
検
診
料
の
一
部
助
成
制
度

を
実
施
し
ま
す
。

　

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
対
策
に
つ
い
て
で

す
が
、
本
町
に
お
い
て
は
、
平
成
19
年
度
か

ら
幼
保
機
能
を
併
せ
持
っ
た
保
育
園
と
し
て
、

ま
た
国
の
改
革
に
先
駆
け
て
家
庭
的
保
育
制

度
を
導
入
す
る
と
と
も
に
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
を
設
置
し
、
総
合
的
な
子
育
て
支
援
対

策
を
推
進
し
て
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
出
生
数
は
毎
年
50
人
前
後
に
と

ど
ま
り
、
依
然
と
し
て
少
子
化
に
歯
止
め
が

か
か
っ
て
い
ま
せ
ん
。
こ
の
た
め
、
子
育
て

に
か
か
る
経
済
的
負
担
の
軽
減
を
図
り
、
安

心
し
て
子
育
て
が
で
き
る
環
境
を
さ
ら
に
整

備
、
推
進
し
て
い
く
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

具
体
的
に
は
、
現
在
の
保
育
料
の
軽
減
措

置
は
、
同
一
世
帯
か
ら
２
人
以
上
の
児
童
が

「
同
時
入
所
」
の
場
合
、
１
人
目
は
全
額
、

２
人
目
は
半
額
、
３
人
目
以
降
の
児
童
に
つ

い
て
は
無
料
と
し
て
い
ま
し
た
が
、
本
年
度

か
ら
は
「
同
時
入
所
」
に
関
わ
ら
ず
、
満
18

歳
に
達
す
る
年
度
末
ま
で
の
子
を
２
人
以
上

資
源
の
持
続
・
循
環
並
び
に
森
林
の
持
つ
公

益
的
機
能
の
維
持
・
増
進
を
図
り
ま
す
。

　

鳥
獣
被
害
防
止
対
策
は
、
狩
猟
者
の
有
害

鳥
獣
駆
除
に
係
る
経
費
負
担
の
軽
減
と
駆
除

頭
数
の
確
保
を
図
り
、
農
林
業
被
害
の
縮
減

に
努
め
ま
す
。

商
工
観
光
対
策

　

足
寄
町
商
工
会
運
営
事
業
に
対
す
る
支
援

と
町
内
中
小
企
業
者
の
経
営
安
定
化
に
資
す

る
た
め
、
中
小
企
業
特
別
融
資
制
度
お
よ
び

融
資
保
証
料
の
補
助
な
ど
の
支
援
対
策
を
引

き
続
き
実
施
し
、
金
融
機
関
や
商
工
会
と
連

携
し
な
が
ら
融
資
制
度
の
活
用
を
図
り
ま
す
。

　

ま
た
、
本
町
観
光
の
情
報
発
信
お
よ
び
拠

点
施
設
で
あ
る
「
道
の
駅
」
の
集
客
力
の
向

上
に
努
め
、
に
ぎ
わ
い
の
あ
る
「
道
の
駅
」

づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。
本
年
度
は
二
酸
化

炭
素
削
減
効
果
の
高
い
電
気
自
動
車
の
普
及

推
進
に
向
け
た
事
業
と
し
て
、
道
の
駅
「
あ

し
ょ
ろ
銀
河
ホ
ー
ル
21
」
に
電
気
自
動
車
用

充
電
機
器
を
設
置
し
、
観
光
客
の
利
便
性
の

向
上
を
図
り
ま
す
。

　

道
内
外
か
ら
多
く
の
観
光
客
が
訪
れ
る
オ

ン
ネ
ト
ー
周
辺
施
設
の
管
理
・
環
境
整
備
等

を
行
い
、
観
光
客
入
込
数
の
増
加
を
図
り
ま

す
。

　

地
場
産
品
開
発
や
起
業
等
創
出
支
援
と
し

て
、
足
寄
町
産
業
振
興
事
業
補
助
金
を
引
き

続
き
実
施
し
ま
す
。

　

十
勝
東
部
６
町
で
構
成
す
る
「
ふ
る
さ
と

東
十
勝
通
年
雇
用
促
進
協
議
会
」
に
よ
る
各

種
技
能
講
習
や
技
術
取
得
セ
ミ
ナ
ー
等
の
開

催
を
通
じ
て
季
節
労
働
者
な
ど
の
雇
用
促
進

を
図
り
ま
す
。

福
祉
施
策
の
推
進

　

「
医
療
と
介
護
・
保
健
・
福
祉
の
連
携
シ

ス
テ
ム
」
の
構
築
に
つ
い
て
は
、
高
齢
者
等

複
合
施
設
を
平
成
25
年
度
か
ら
２
カ
年
事
業

で
整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

本
年
度
は
認
知
症
高
齢
者
グ
ル
ー
プ
ホ
ー

ム
と
（
仮
称
）
生
活
支
援
長
屋
を
建
設
し
、

当
該
施
設
の
管
理
運
営
は
足
寄
町
社
会
福
祉

協
議
会
が
担
う
予
定
で
す
。

　

今
後
は
、
福
祉
課
総
合
支
援
相
談
室
を
軸

に
医
療
お
よ
び
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
な
ど

と
情
報
を
共
有
し
、
利
用
調
整
や
在
宅
生
活

を
支
え
る
た
め
の
連
携
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
、

そ
の
具
現
化
を
図
り
ま
す
。

　

腎
臓
機
能
障
が
い
者
の
通
院
支
援
で
す
が
、

昨
年
６
月
か
ら
、
国
民
健
康
保
険
病
院
で
透

析
治
療
を
開
始
し
ま
し
た
が
、
引
き
続
き
、

病
状
や
身
体
機
能
の
低
下
な
ど
に
よ
り
自
力

通
院
が
困
難
な
患
者
の
方
を
対
象
と
し
た
相

乗
り
タ
ク
シ
ー
に
よ
る
通
院
支
援
や
、
患
者

輸
送
バ
ス
が
運
行
し
な
い
足
寄
市
街
地
の
高

齢
者
や
障
が
い
者
の
方
々
へ
の
電
話
予
約
制

タ
ク
シ
ー
の
利
用
日
の
拡
充
を
行
い
ま
す
。

　

障
が
い
者
福
祉
対
策
に
つ
い
て
は
、
障
が

い
を
抱
え
て
い
て
も
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安

心
し
て
暮
ら
し
て
い
け
る
よ
う
に
、
就
労
の

が
期
待
さ
れ
ま
す
。

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
の
推
進

　

地
熱
を
始
め
豊
富
な
地
域
資
源
の
利
活
用

を
、
地
元
事
業
者
と
連
携
し
推
進
し
ま
す
。

　

ま
た
、
一
般
住
宅
へ
の
太
陽
光
発
電
シ
ス

テ
ム
や
木
質
ペ
レ
ッ
ト
燃
焼
機
器
導
入
に
対

し
補
助
を
行
い
ま
す
。

農
林
業
振
興
対
策

　

道
営
草
地
畜
産
基
盤
整
備
事
業
（
公
共
牧

場
整
備
）
に
よ
り
、
本
年
度
か
ら
公
共
牧
場

お
よ
び
生
産
者
の
草
地
整
備
等
を
実
施
す
る

な
ど
、
自
給
飼
料
の
生
産
性
向
上
を
図
る
た

め
、
農
業
基
盤
の
整
備
を
推
進
し
ま
す
。

　

農
業
担
い
手
の
確
保
と
育
成
対
策
で
す
が
、

引
き
続
き
、
国
の
政
策
で
あ
る
「
新
規
就
農

総
合
支
援
事
業
」
と
一
体
的
に
重
点
政
策
と

し
て
推
進
し
ま
す
。

　

中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
制
度
に
つ
い
て

は
、
本
年
度
が
第
３
期
対
策
に
お
け
る
最
終

年
度
と
な
り
ま
す
。
町
と
し
て
、
今
後
検
討

さ
れ
る
国
の
新
た
な
農
業
・
農
村
施
策
を
注

視
し
、
制
度
の
活
用
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　

林
業
振
興
対
策
に
つ
い
て
は
、
将
来
に
わ

た
り
森
林
の
恵
み
を
享
受
で
き
る
よ
う
な
取

り
組
み
や
持
続
的
な
森
林
づ
く
り
を
行
う
こ

と
が
必
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
引
き
続
き
対

象
造
林
者
に
対
し
各
森
林
事
業
の
補
助
を
実

施
す
る
と
と
も
に
、
森
林
公
有
林
化
事
業
を

実
施
し
、
本
町
の
貴
重
な
財
産
で
あ
る
木
質

扶
養
し
て
い
る
同
一
世
帯
に
お
い
て
、
２
人

目
が
入
所
し
て
い
る
場
合
は
半
額
、
３
人
目

以
降
の
場
合
は
無
料
と
す
る
負
担
軽
減
措
置

に
改
正
し
ま
す
。

　

な
お
、
負
担
軽
減
額
は
本
町
の
歳
入
財
源

の
減
少
に
直
結
す
る
も
の
で
す
が
、
子
ど
も

を
生
み
育
て
る
こ
と
に
喜
び
が
感
じ
ら
れ
る

よ
う
、
保
護
者
へ
の
支
援
を
行
い
ま
す
。

　

児
童
発
達
支
援
に
つ
い
て
は
、
自
閉
症
な

ど
の
特
別
な
支
援
を
要
す
る
子
ど
も
や
家
族

へ
の
相
談
に
対
応
し
て
い
く
た
め
、
４
月
か

ら
新
た
に
専
門
職
員
１
人
を
配
置
し
、
学
校

お
よ
び
教
育
委
員
会
な
ど
の
関
係
機
関
と
連

携
を
密
に
し
て
、
乳
幼
児
期
か
ら
小
・
中
・

高
校
期
に
渡
る
切
れ
目
の
な
い
支
援
を
提
供

し
ま
す
。

　

螺
湾
小
学
校
へ
移
転
す
る
螺
湾
保
育
所
に

つ
い
て
は
、
本
年
４
月
か
ら
の
供
用
開
始
を

予
定
し
て
い
ま
す
。
本
年
度
は
遊
具
設
置
工

事
を
行
い
ま
す
。

　

放
課
後
児
童
対
策
と
し
て
は
、
総
合
計
画

に
基
づ
き
中
央
児
童
館
と
下
愛
冠
児
童
館
を

統
合
し
、
現
在
の
剣
道
場
を
改
修
し
て
新
児

童
館
を
新
設
す
る
こ
と
と
し
、
耐
震
診
断
、

耐
震
補
強
を
含
む
実
施
設
計
費
の
予
算
措
置

を
行
い
ま
し
た
。

ご
み
・
生
活
環
境
対
策

　

ご
み
の
減
量
化
に
つ
い
て
、
引
き
続
き
資

源
ご
み
の
集
団
回
収
や
生
ご
み
処
理
機
等
の

購
入
に
対
し
て
助
成
を
行
い
ま
す
。

ま
ち
づ
く
り
の
基
本
方
針

平
成
26
年
度
行
政
執
行
方
針
（
要
旨
）

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
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子
ど
も
の
健
や
か
な
成
長
と
豊
か
に
学
び

続
け
る
大
人
の
姿
は
、
時
代
や
社
会
を
超
え

た
共
通
の
願
い
で
す
。
今
、
学
校
教
育
で
は

学
力
や
体
力
の
低
下
、
い
じ
め
防
止
、
規
範

意
識
の
欠
如
な
ど
教
育
課
題
の
解
決
に
向
け
、

組
織
的
に
ス
ピ
ー
ド
感
を
も
っ
て
対
応
し
て

い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
生
涯
学
習
で
は
生
涯
学
習
社
会
の

進
展
に
伴
う
多
様
な
学
び
の
保
障
や
学
習
成

果
の
活
用
、
住
民
参
画
型
の
事
業
展
開
、
指

導
者
の
確
保
や
指
導
体
制
の
確
立
、
家
庭
教

育
の
あ
り
方
な
ど
に
つ
い
て
、
実
効
性
の
あ

る
支
援
策
の
推
進
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り

の
構
築
を
進
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。

平
成
26
年
度
教
育
行
政
執
行
方
針
（
要
旨
）

町

民

の

学

び

を

推

進

教

育

行

政

の

基

本

方

針

る
教
育
」
づ
く
り
に
資
す
る
学
校
評
議
員
の

会
議
、
学
校
評
価
、
地
域
の
教
育
力
の
活
用
、

地
域
参
観
日
な
ど
を
実
施
し
ま
す
。

教
育
課
程
の
管
理

　

生
涯
学
習
推
進
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
活
用
し
、

点
検
確
認
や
進
行
管
理
を
図
り
ま
す
。

　

「
確
か
な
学
力
」
に
向
け
た
方
策
と
し
て
、

加
配
措
置
の
少
人
数
指
導
や
各
学
校
の
具
体

的
な
取
り
組
み
内
容
の
把
握
、
道
教
委
主
催

事
業
の
活
用
、
長
期
休
業
中
の
学
習
機
会
や

場
の
確
保
、
家
庭
学
習
の
手
引
き
の
配
布
、

家
庭
と
の
連
携
に
基
づ
い
た
規
則
正
し
い
生

活
と
家
庭
学
習
の
習
慣
化
な
ど
の
啓
発
に
取

り
組
み
ま
す
。

　

国
の
社
会
資
本
整
備
総
合
交
付
金
に
よ
り
、

下
愛
冠
団
地
（
１
棟
12
戸
）
の
屋
根
・
外
壁

塗
装
工
事
を
実
施
し
ま
す
。

公
共
下
水
道
事
業

　

西
町
４
丁
目
か
ら
６
丁
目
周
辺
の
下
水
道

管
渠
整
備
工
事
を
実
施
し
、
整
備
効
果
の
向

上
を
図
り
ま
す
。

　

ま
た
、
里
見
が
丘
公
園
内
（
野
球
場
か
ら

ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
）
に
お
い
て
も
、
下
水
道
管

渠
整
備
工
事
を
行
い
ま
す
。

土
地
区
画
整
理
事
業

　

建
物
等
の
移
転
補
償
契
約
締
結
の
た
め
の

積
算
や
移
転
補
償
を
実
施
。
南
７
条
１
丁
目

の
区
画
道
路
と
北
５
条
１
丁
目
の
区
画
道
路

整
備
工
事
を
行
う
と
と
も
に
、
清
算
金
の
仮

清
算
に
つ
い
て
も
、
引
き
続
き
実
施
し
ま
す
。

介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業

　

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
に
つ
い
て
は
、
利

用
者
の
立
場
に
立
っ
た
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に

努
め
、
家
庭
的
な
雰
囲
気
の
中
で
そ
の
人
ら

し
い
暮
ら
し
を
保
つ
こ
と
が
で
き
る
ユ
ニ
ッ

ト
ケ
ア
を
引
き
続
き
行
い
、
利
用
者
の
健
康

保
持
、
安
全
・
安
心
し
て
生
活
が
送
れ
る
施

設
づ
く
り
を
今
後
も
進
め
て
い
き
ま
す
。

上
水
道
事
業
会
計

　

土
地
区
画
整
理
事
業
お
よ
び
道
路
改
良
事

業
に
伴
う
配
水
管
敷
設
替
事
業
を
行
い
、
地

　

合
併
処
理
浄
化
槽
整
備
に
つ
い
て
で
す
が
、

下
水
道
整
備
計
画
に
定
め
ら
れ
た
予
定
処
理

区
域
以
外
の
区
域
に
つ
い
て
は
、
整
備
費
用

が
高
額
に
な
る
た
め
10
人
槽
以
下
の
浄
化
槽

に
つ
い
て
は
、
９
割
を
上
限
に
国
の
補
助
に

町
が
上
乗
せ
し
、
引
き
続
き
整
備
促
進
を
図

り
ま
す
。

公
園
管
理

　

平
成
25
年
度
に
策
定
し
た
里
見
が
丘
公
園

再
整
備
基
本
構
想
に
基
づ
き
、
施
設
整
備
の

基
本
計
画
を
は
じ
め
、
出
会
い
の
森
の
環
境

調
査
や
メ
ロ
デ
ィ
橋
の
点
検
業
務
な
ど
を
行

い
ま
す
。

　

フ
ラ
ワ
ー
園
再
生
に
向
け
た
芝
桜
植
込
や

展
望
台
改
修
に
つ
い
て
は
、
国
の
社
会
資
本

整
備
総
合
交
付
金
が
適
用
と
な
っ
た
こ
と
か

ら
３
年
計
画
を
１
年
短
縮
し
て
整
備
を
図
り

ま
す
。

　

野
球
場
前
の
老
朽
化
し
た
噴
水
施
設
を
、

総
合
体
育
館
の
温
泉
水
を
利
用
し
た
足
湯
施

設
へ
の
改
修
工
事
を
行
う
な
ど
、
再
整
備
基

本
計
画
策
定
に
先
駆
け
た
整
備
を
推
進
し
、

公
園
利
用
者
の
利
便
性
と
安
全
お
よ
び
環
境

衛
生
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

土
木
建
設
工
事
・
ま
ち
づ
く
り
交
付
金
事
業

　

町
道
西
町
３
丁
目
通
、
同
３
丁
目
１
号
通
、

旭
栄
通
、
中
足
寄
愛
冠
線
、
足
寄
原
野
１
号

線
の
道
路
整
備
工
事
と
茂
喜
登
牛
線
、
公
共

下
水
道
工
事
区
間
の
舗
装
補
修
工
事
を
行
い
、

　

足
寄
町
教
育
委
員
会
と
し
て
は
、
こ
う
し

た
状
況
を
踏
ま
え
、
教
育
基
本
法
や
学
校
教

育
法
、
社
会
教
育
法
、
さ
ら
に
は
第
５
次
足

寄
町
総
合
計
画
や
第
４
次
足
寄
町
生
涯
学
習

推
進
計
画
な
ど
を
基
底
に
捉
え
、
足
寄
町
の

良
さ
と
課
題
や
町
民
の
自
己
実
現
に
視
点
を

当
て
、
家
庭
、
学
校
、
地
域
、
関
係
機
関
・

団
体
、
行
政
が
相
互
理
解
・
連
携
を
し
な
が

ら
、
地
域
の
宝
で
あ
る
子
ど
も
た
ち
の
健
や

か
な
育
み
や
町
民
の
生
き
が
い
と
な
る
学
び

合
い
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

【
学
校
教
育
の
推
進
】

　

学
習
指
導
要
領
の
基
本
理
念
で
あ
る
「
生

き
る
力
」
を
育
成
す
る
た
め
に
、「
確
か
な

学
力
」「
豊
か
な
心
」「
健
や
か
な
体
」
の
バ

ラ
ン
ス
の
取
れ
た
教
育
課
程
の
管
理
に
努
め
、

教
育
の
質
の
向
上
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

学
校
運
営

　

保
護
者
・
地
域
に
信
頼
さ
れ
、
安
心
し
て

託
さ
れ
る
学
校
運
営
に
向
け
、
教
育
委
員
会

が
主
体
性
を
発
揮
し
、
校
長
会
議
・
教
頭
会

議
を
通
し
て
的
確
な
指
示
や
指
導
等
の
徹
底

を
図
り
ま
す
。

　

ま
た
、「
開
か
れ
た
学
校
」
や
「
特
色
あ

国
道
２
４
２
号
線
（
南
４
条
か
ら
北
６
条
ま

で
）、
南
４
条
か
ら
北
通
ま
で
の
道
路
照
明

灯
の
補
修
お
よ
び
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
を
図
り
ま
す
。

　

ま
た
、
橋
梁
長
寿
命
化
修
繕
計
画
に
基
づ

き
、
共
励
橋
の
修
繕
と
開
運
橋
お
よ
び
藤
見

橋
の
調
査
設
計
を
実
施
し
、
生
活
道
路
等
の

整
備
改
善
を
図
り
ま
す
。

　

生
活
道
路
・
通
学
路
等
の
よ
り
安
定
的
な

除
排
雪
体
制
の
確
保
と
安
全
・
安
心
な
冬
期

交
通
環
境
を
確
保
す
る
た
め
、
社
会
資
本
整

備
総
合
交
付
金
を
活
用
し
、
除
雪
ト
ラ
ッ
ク
、

除
雪
ド
ー
ザ
ー
を
更
新
し
ま
す
。

　

社
会
資
本
整
備
総
合
交
付
金
に
よ
り
、
町

道
51
・
８
㎞
の
路
面
性
状
調
査
と
南
２
丁
目

通
他
17
路
線
の
道
路
照
明
施
設
点
検
を
実
施

し
ま
す
。

　

ま
ち
づ
く
り
交
付
金
事
業
「
足
寄
中
央
地

区
」
に
つ
い
て
は
、
南
２
条
通
の
歩
道
拡
幅

工
事
と
南
２
丁
目
通
１
カ
所
の
交
差
点
バ
リ

ア
フ
リ
ー
化
工
事
を
行
い
、
安
心
、
安
全
な

歩
行
者
空
間
の
確
保
を
図
り
ま
す
。

　

ま
た
、
社
会
資
本
整
備
総
合
交
付
金
に
よ

り
、
南
２
丁
目
通
の
歩
道
拡
幅
工
事
と
南
２

丁
目
通
２
カ
所
、
南
１
条
通
１
カ
所
の
交
差

点
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
工
事
を
実
施
し
ま
す
。

公
営
住
宅
整
備

　

公
営
住
宅
等
長
寿
命
化
計
画
に
基
づ
き
町

地
域
支
え
合
い
セ
ン
タ
ー
の
隣
接
地
に
建
設

す
る
「
は
る
に
れ
団
地
（
仮
称
）」
52
戸
の

う
ち
、
１
棟
６
戸
の
実
施
設
計
を
行
い
ま
す
。

　

ま
た
「
全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
」
の

実
施
結
果
を
受
け
、
教
育
委
員
会
と
し
て
の

「
学
力
向
上
推
進
プ
ラ
ン
」
に
基
づ
い
た
「
学

校
改
善
プ
ラ
ン
」
を
通
し
、
各
学
校
の
学
力

向
上
を
目
指
し
た
具
体
的
方
策
や
数
値
目
標

に
対
す
る
組
織
的
検
証
に
よ
る
改
善
策
を
教

育
課
程
に
位
置
付
け
て
い
き
ま
す
。

　

さ
ら
に
国
旗
・
国
歌
の
実
施
で
は
、
儀
式

的
行
事
等
に
お
い
て
望
ま
し
い
形
で
の
実
施

を
図
り
ま
す
。

「
豊
か
な
心
」「
健
や
か
な
体
」
の
育
成

　

「
豊
か
な
心
」
に
向
け
た
方
策
と
し
て
、

心
の
ノ
ー
ト
を
活
用
し
た
道
徳
教
育
の
重
視

や
教
育
相
談
の
充
実
、
読
書
活
動
の
推
進
な

ど
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。
特
に
読
書
に

つ
い
て
は
、
想
像
力
や
共
感
性
な
ど
の
豊
か

な
感
性
を
育
む
学
校
図
書
の
充
実
に
向
け
、

引
き
続
き
蔵
書
の
計
画
的
な
整
備
に
取
り
組

み
ま
す
。

　

ま
た
「
い
じ
め
」
は
、「
誰
に
で
も
起
こ

り
得
る
・
犯
罪
で
あ
る
・
教
育
の
問
題
で
あ

る
」
と
の
基
本
認
識
に
立
ち
、
い
じ
め
防
止

対
策
推
進
法
に
基
づ
い
た
各
学
校
の
基
本
方

針
や
対
策
組
織
を
確
立
し
、
各
種
ア
ン
ケ
ー

ト
や
聞
き
取
り
な
ど
の
調
査
を
実
施
し
、
い

じ
め
を
受
け
た
児
童
・
生
徒
と
そ
の
保
護
者

の
立
場
に
配
慮
し
な
が
ら
学
校
と
密
接
に
連

携
し
、
未
然
防
止
や
早
期
発
見
、
的
確
な
初

期
対
応
に
努
め
ま
す
。

　

そ
し
て
「
健
や
か
な
体
」
に
向
け
た
方
策

域
住
民
に
安
心
・
安
全
な
水
道
水
の
安
定
的

な
生
活
用
水
の
供
給
と
併
せ
、
水
道
事
業
の

運
営
基
盤
の
強
化
を
図
る
た
め
、
効
果
的
・

効
率
的
な
維
持
管
理
の
構
築
に
努
め
ま
す
。

町
国
民
健
康
保
険
病
院
事
業
会
計

　

人
工
透
析
に
つ
い
て
は
、
昨
年
６
月
に
開

始
し
、
現
在
19
人
が
治
療
を
受
け
て
い
ま
す
。

透
析
の
必
要
な
患
者
は
今
後
も
増
加
が
見
込

ま
れ
て
お
り
、
４
月
か
ら
新
た
に
臨
床
工
学

技
士
１
人
を
増
員
し
、
万
全
の
体
制
で
安
心

し
て
透
析
を
受
け
て
い
た
だ
け
る
よ
う
進
め

て
い
き
ま
す
。

本
年
度
の
当
初
予
算
の
規
模

　

一
般
会
計　

９
，
０
６
０
，
７
１
３
千
円

　

（
昨
年
度
当
初
予
算
比　

７
・
４
％
増
）

　

特
別
会
計　

３
，
１
７
１
，
５
８
１
千
円

　

（
昨
年
度
当
初
予
算
比　

４
・
７
％
増
）

　

企
業
会
計　

１
，
７
５
９
，
３
０
２
千
円

　

（
昨
年
度
当
初
予
算
比　

14
・
８
％
増
）

　

合　

計　

１
３
，
９
９
１
，
５
９
６
千
円

　

（
昨
年
度
当
初
予
算
比　

７
・
６
％
増
）

　

今
後
も
健
全
な
財
政
の
堅
持
に
努
め
、
町

民
の
皆
さ
ん
と
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

て
い
き
ま
す
の
で
、
町
議
会
議
員
並
び
に
町

民
の
皆
さ
ん
の
一
層
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

長期休業中に行われた「チャレンジ算数クラブ」
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と
し
て
、
教
科
体
育
の
充
実
や
体
力
づ
く
り

運
動
の
日
常
実
践
化
、
新
体
力
テ
ス
ト
の
実

施
を
推
進
し
ま
す
。

　

ま
た
、
安
全
面
の
配
慮
を
要
す
る
中
学
校

教
科
体
育
の
武
道
は
、
柔
道
を
選
択
実
施
し
、

有
段
者
の
教
員
を
配
置
し
た
複
数
教
員
の
指

導
に
よ
る
、
基
本
と
な
る
技
の
習
得
や
安
全

管
理
の
徹
底
を
図
り
ま
す
。

学
校
給
食

　

食
育
で
は
栄
養
教
諭
の
効
果
的
な
活
用
を

図
り
、
食
に
関
す
る
指
導
を
推
進
す
る
と
と

も
に
学
校
給
食
の
衛
生
・
安
全
管
理
の
充
実

に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
学
校
給
食
で
は
魅
力
あ
る
献
立
を

通
し
、
地
場
産
食
材
の
積
極
的
な
活
用
に
よ

る
「
ふ
る
さ
と
給
食
」
や
「
リ
ク
エ
ス
ト
給

食
」
を
継
続
し
、
安
全
・
安
心
な
給
食
の
提

供
に
努
め
ま
す
。

国
際
理
解
・
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育

　

国
際
理
解
教
育
で
は
、
外
国
語
教
育
の
充

実
を
図
る
た
め
、
国
際
交
流
員
の
積
極
的
な

活
用
を
図
り
ま
す
。
小
学
校
で
の
外
国
語
活

動
で
は
外
国
語
の
音
声
や
基
本
的
な
表
現
に

慣
れ
親
し
ま
せ
な
が
ら
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
能
力
の
基
礎
を
、
中
学
校
の
外
国
語
教

育
で
は
、
聞
く
こ
と
・
話
す
こ
と
・
読
む
こ

と
・
書
く
こ
と
な
ど
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
能
力
を
養
い
、
外
国
語
・
異
文
化
理
解
を

深
め
る
学
習
活
動
を
充
実
し
ま
す
。

　

Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
で
は
、
児
童
生
徒
が
急
速
に

進
展
し
て
い
る
情
報
化
社
会
に
主
体
的
に
対

応
で
き
る
「
情
報
活
用
能
力
」
を
身
に
付
け

さ
せ
る
た
め
、
教
育
活
動
の
さ
ま
ざ
ま
な
場

面
で
の
効
果
的
活
用
を
図
る
と
と
も
に
、
情

報
モ
ラ
ル
教
育
の
徹
底
に
も
努
め
て
い
き
ま

す
。

　

環
境
教
育
で
は
、
足
寄
中
学
校
の
太
陽
光

発
電
装
置
を
活
用
し
た
環
境
保
全
や
エ
ネ
ル

ギ
ー
教
育
を
教
育
活
動
に
組
み
入
れ
ま
す
。

特
別
支
援
・
複
式
教
育

　

特
別
支
援
教
育
で
は
、
個
別
指
導
計
画
や

教
育
支
援
計
画
に
基
づ
い
た
教
育
活
動
の
展

開
や
、
学
習
支
援
員
の
継
続
配
置
な
ど
支
援

体
制
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

　

複
式
教
育
で
は
、
少
人
数
の
良
さ
を
生
か

し
た
、
き
め
細
か
な
指
導
計
画
に
よ
る
個
に

応
じ
た
指
導
や
学
習
効
果
を
高
め
る
集
合
学

習
と
交
流
学
習
を
支
援
し
、
地
域
環
境
の
特

性
を
生
か
し
た
複
式
教
育
の
充
実
に
努
め
ま

す
。

足
寄
高
校
存
続
に
向
け
た
取
り
組
み

　

足
寄
高
等
学
校
の
存
続
に
向
け
た
取
り
組

み
に
つ
い
て
は
、
遠
距
離
通
学
費
や
入
学
時

お
よ
び
見
学
旅
行
時
の
補
助
を
行
う
と
と
も

に
、
魅
力
あ
る
学
校
づ
く
り
と
し
て
の
進
学

学
習
や
習
熟
度
別
学
習
、
部
活
動
、
検
定
・

模
擬
試
験
の
自
己
負
担
の
軽
減
、
Ｐ
Ｒ
活
動

な
ど
の
継
続
支
援
を
進
め
ま
す
。

　

ま
た
、
第
１
学
年
全
員
の
全
額
公
費
負
担

に
よ
る
姉
妹
都
市
ウ
ェ
タ
ス
キ
ウ
ィ
ン
市
派

遣
事
業
は
、
継
続
し
ま
す
。

　

さ
ら
に
本
年
度
、
足
寄
町
社
会
福
祉
協
議

会
が
予
定
し
て
い
る
介
護
職
員
養
成
の
た
め

の
受
講
講
座
に
も
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

　

今
後
も
、
入
学
者
の
２
間
口
維
持
に
向
け
、

教
育
委
員
会
と
し
て
「
足
寄
高
校
を
存
続
さ

せ
る
会
」
と
連
携
し
、
あ
ら
ゆ
る
可
能
性
や

実
効
策
を
検
討
し
な
が
ら
、
存
続
に
向
け
た

取
り
組
み
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

教
育
環
境
の
整
備

　

教
育
環
境
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
学
校
給

食
セ
ン
タ
ー
が
平
成
25
年
度
に
実
施
設
計
を

終
え
、
平
成
26
年
度
着
工
、
平
成
27
年
度
供

用
開
始
に
向
け
て
改
築
整
備
を
進
め
ま
す
。

　

ま
た
、
小
・
中
学
校
へ
の
給
食
の
提
供
の

ほ
か
に
、
へ
き
地
保
育
所
と
足
寄
高
等
学
校

に
給
食
提
供
の
計
画
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

【
生
涯
学
習
の
推
進
】

　

「
笑
顔
が
あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ
く
り
～
ま
な

び
、
つ
な
が
り
、
さ
さ
え
あ
い
～
」
を
基
本

理
念
と
し
た
第
４
次
足
寄
町
生
涯
学
習
推
進

計
画
を
踏
ま
え
、
生
涯
学
習
社
会
の
実
現
に

向
け
た
生
涯
学
習
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

　

ま
た
、
主
体
的
な
学
習
活
動
や
そ
の
成
果

を
地
域
づ
く
り
、
ま
ち
づ
く
り
に
反
映
し
て

い
く
た
め
の
支
援
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

家
庭
教
育

　

子
ど
も
が
最
初
に
接
す
る
社
会
が
家
庭
で

あ
る
こ
と
か
ら
、「
家
庭
教
育
学
級
」
や
子

育
て
支
援
・
学
習
と
交
流
の
会
「
す
く
す
く
」

の
充
実
を
さ
ら
に
図
っ
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
「
あ
し
ょ
ろ
子
ど
も
セ
ン
タ
ー
」
な

ど
の
子
育
て
に
携
わ
る
関
係
機
関
と
の
連
携

に
よ
り
、
家
庭
教
育
・
子
育
て
支
援
の
充
実

に
努
め
ま
す
。

青
少
年
教
育

　

人
間
形
成
の
基
礎
が
培
わ
れ
る
青
少
年
期

に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
体
験
活
動
を
通
し
、
自

立
と
共
生
に
富
ん
だ
豊
か
な
人
材
を
育
成
す

る
こ
と
が
望
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
地
域
の
自
然
・
文
化
・
歴
史

な
ど
の
地
域
素
材
を
生
か
し
た
自
然
体
験
活

動
「
す
す
め
�
あ
し
ょ
ろ
☆
冒
険
王
」
の
実

施
を
は
じ
め
、
各
種
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
、

ス
ポ
ー
ツ
活
動
、
文
化
・
芸
術
活
動
の
支
援

や
育
成
に
努
め
る
と
と
も
に
、「
ネ
イ
パ
ル

あ
し
ょ
ろ
」
や
「
九
州
大
学
北
海
道
演
習
林
」

な
ど
の
地
域
の
教
育
機
関
と
の
連
携
に
努
め

ま
す
。

成
人
教
育

　

成
人
教
育
に
つ
い
て
は
、
今
後
の
ま
ち
づ

く
り
に
と
っ
て
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
重
要

な
課
題
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
情
報
の
提
供
と

リ
ー
ダ
ー
養
成
の
学
習
機
会
を
充
実
さ
せ
る

よ
う
に
努
め
ま
す
。

　

ま
た
、
ふ
る
さ
と
足
寄
１
０
０
年
塾
「
生

き
が
い
ス
ク
ー
ル
」
や
「
学
遊
校
」
の
多
様

な
講
座
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
へ
の
積
極
的

な
参
加
な
ど
、
高
齢
者
の
生
き
が
い
に
つ
な

が
る
豊
か
な
学
び
を
支
援
し
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
女
性
な
ら
で
は
の
経
験
と
感
性

に
よ
る
社
会
参
加
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、
女

性
の
地
域
活
動
を
推
進
す
る
学
習
機
会
や
情

報
の
提
供
に
努
め
ま
す
。

国
際
交
流

　

姉
妹
都
市
の
ウ
ェ
タ
ス
キ
ウ
ィ
ン
市
か
ら

引
き
続
き
国
際
交
流
員
を
招
へ
い
し
て
小
・

中
学
校
に
派
遣
し
、
小
学
校
の
外
国
語
活
動

や
中
学
校
の
英
語
指
導
の
支
援
を
行
う
と
と

も
に
、
小
学
生
や
保
育
園
児
を
対
象
と
し
た

国
際
理
解
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

生
涯
学
習
施
設

　

生
涯
学
習
推
進
の
拠
点
施
設
で
あ
る
町
民

セ
ン
タ
ー
や
生
涯
学
習
館
は
、
ま
ち
づ
く
り

や
地
域
づ
く
り
、
地
域
学
習
の
拠
点
と
し
て

の
役
割
を
担
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
今
後
も

学
習
機
会
の
提
供
や
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
活
動

の
充
実
に
努
め
る
と
と
も
に
、
引
き
続
き
地

域
活
動
の
支
援
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

　

図
書
室
に
つ
い
て
は
、
蔵
書
の
充
実
を
図

り
、
積
極
的
な
読
書
普
及
活
動
を
進
め
、
町

民
が
気
軽
に
利
用
で
き
る
図
書
室
と
し
て
の

機
能
や
利
便
性
な
ど
の
向
上
を
さ
ら
に
図
っ

て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
乳
幼
児
・
児
童
へ
の
読
み
聞
か
せ

や
、
乳
幼
児
の
絵
本
と
の
出
会
い
と
親
子
の

ふ
れ
あ
い
な
ど
を
支
援
す
る
「
ブ
ッ
ク
ス
タ

ー
ト
事
業
」
を
継
続
し
て
取
り
組
み
ま
す
。

文
化
・
芸
術
活
動

　

各
種
文
化
団
体
等
が
行
う
自
主
的
な
活
動

を
通
し
て
、
優
れ
た
文
化
・
芸
術
に
触
れ
る

機
会
を
提
供
す
る
と
と
も
に
、
地
域
文
化
の

伝
承
や
創
作
活
動
等
を
支
援
し
ま
す
。

文
化
財

　

郷
土
資
料
館
に
お
い
て
町
の
歴
史
や
発
展

の
資
料
を
数
多
く
保
存
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

郷
土
の
歴
史
や
文
化
継
承
が
学
校
教
育
や
社

会
教
育
に
有
効
活
用
で
き
る
よ
う
、
情
報
提

供
な
ど
に
努
め
ま
す
。

足
寄
動
物
化
石
博
物
館

　

足
寄
動
物
化
石
博
物
館
は
、
指
定
管
理
者

制
度
に
移
行
し
て
５
年
目
を
迎
え
て
い
ま
す

が
、
入
館
者
数
が
増
加
し
て
お
り
、
本
町
の

象
徴
的
な
学
術
施
設
と
し
て
引
き
続
き
連
携

を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

　

国
指
定
天
然
記
念
物
「
オ
ン
ネ
ト
ー
湯
の

滝
マ
ン
ガ
ン
酸
化
物
生
成
地
」
に
つ
い
て
は
、

新
た
に
環
境
省
が
実
施
す
る
「
生
態
系
維
持

回
復
事
業
」
に
参
画
し
、
有
害
魚
類
の
根
絶

と
自
然
環
境
の
回
復
を
目
指
し
、
関
係
機
関

と
の
連
携
を
密
に
し
な
が
ら
、
保
護
と
活
用

の
両
面
に
つ
い
て
具
体
的
方
策
を
検
討
し
て

い
き
ま
す
。

体
育
・
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興

　

町
民
皆
ス
ポ
ー
ツ
を
目
指
し
、「
い
つ
で
も
・

ど
こ
で
も
・
だ
れ
で
も
」
ス
ポ
ー
ツ
に
参
加

で
き
る
機
会
の
拡
充
や
各
種
ス
ポ
ー
ツ
施
設

の
整
備
・
充
実
を
図
り
ま
す
。

　

平
成
26
年
度
か
ら
は
、
町
民
の
健
康
増
進

や
体
力
向
上
を
図
り
、
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
愛
好

者
の
更
な
る
増
加
を
図
る
た
め
、
全
て
の
町

営
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
を
無
料
化
し
ま
す
。

　

ま
た
、
各
関
係
機
関
・
団
体
と
の
連
携
の

下
、
指
導
者
の
育
成
と
指
導
体
制
の
確
立
を

図
っ
て
い
く
と
と
も
に
、
各
種
ス
ポ
ー
ツ
大

会
や
出
前
教
室
、
学
校
開
放
事
業
、
総
合
型

地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
育
成
な
ど
を
通
し

て
、
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
と
普
及
に
努
め
て
い

き
ま
す
。

　

平
成
26
年
度
の
教
育
行
政
の
執
行
に
関
す

る
主
要
な
方
針
に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま
し
た
。

　

町
民
の
皆
さ
ん
並
び
に
町
議
会
議
員
の
皆

様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
心
か
ら
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

足寄高校生海外研修派遣事業生態系の維持回復が望まれるオンネトー湯の滝
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平
成
26
年
度 

ま
ち
の
予
算

平
成
26
年
度
の
予
算
額
は
、
前
年
度
の
当
初
予
算
に
比
べ
て

一
般
会
計
で
６
億
２
，
２
５
４
万
８
千
円
（
７
・
４
％
）
の
増
加
、

特
別
会
計
合
計
で
１
億
４
，
２
９
３
万
８
千
円
（
４
・
７
％
）
の
増
加
、

企
業
会
計
合
計
で
２
億
２
，
７
２
５
万
２
千
円
（
14
・
８
％
）
の
増
加
、

総
額
で
は
９
億
９
，
２
７
３
万
８
千
円
（
７
・
６
％
）
の
増
加
に
な
っ
て
い
ま
す
。

総額139億9,159万6千円

各 会 計 予 算 額

一般会計の内訳

7,254万2千円

繰入金（0.7％） 5,882万2千円

分担金及び負担金（0.8％）

1,830万4千円財産収入（0.2％）

その他の自主財源（0.4％） 3,250万2千円

歳出 
90億6,071万3千円

1億5,447万5千円使用料及び手数料（1.7％）

依
存

財
源

82.1

地方消費税交付金（1.0％）
8,751万7千円

地方譲与税（1.5％）
1億3,635万6千円

その他の依存財源 （0.3％）
　　　　　　3,411万1千円

国庫支出金（6.8％）
6億1,318万0千円

その他 （0.2％）
1,816万2千円

議会費 （0.7％）
6,324万0千円

歳入 
90億6,071万3千円

町債（19.3％）
17億5,037万6千円

道支出金（5.5％）
5億0,262万6千円

公債費（12.1％）
10億9,789万7千円

職員費（13.7％）
12億4,118万6千円

自主財源
17.9％

 

％

地方交付税（47.7％）
43億2,087万4千円

町税（8.9％）
8億0,635万4千円

諸収入（5.2％）
4億7,267万4千円

商工費 （2.8％）
2億5,629万3千円

消防費 （3.0％）
2億7,100万7千円

総務費 （5.0％）
4億5,431万5千円

土木費（13.9％）
12億6,377万0千円

衛生費（9.6％）
8億6,808万9千円

教育費（14.4％）
13億0,468万5千円

農林水産業費（8.6％）
7億7,827万2千円

民生費（16.0％）
14億4,379万7千円

区　　　　　　分 予　算　額

一 般 会 計 90億6,071万3千円

特 別 会 計 31億7,158万1千円

国 民 健 康 保 険 事 業 11億3,031万8千円

簡 易 水 道 4,026万0千円

公 共 下 水 道 事 業 4億1,584万2千円

介 護 保 険 9億9,345万7千円

足寄都市計画足寄市街地区
土 地 区 画 整 理 事 業 1億8,516万5千円

介 護 サ ー ビ ス 事 業 2億8,829万3千円

後 期 高 齢 者 医 療 1億1,824万6千円

企 業 会 計 17億5,930万2千円

上 水 道 事 業 2億9,215万5千円

国民健康保険病院事業 14億6,714万7千円

総　　　　　　　　計 139億9,159万6千円

元
気
な
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て

補
助
制
度
を

ご
活
用
く
だ
さ
い
！

町
で
は
、
元
気
な
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
、

個
人
や
団
体
へ
の
さ
ま
ざ
ま
な
補
助
制
度
を

設
け
、
皆
さ
ん
の
活
動
や
暮
ら
し
を
支
援
し

て
い
ま
す
。

そ
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
活

用
く
だ
さ
い
。

本
町
の
地
場
産
業
の
育
成
と
地
域
活
性
化
を

図
る
取
り
組
み
を
支
援
し
ま
す
。

《
対
象
事
業
・
補
助
金
額
》

・
地
場
産
品
の
開
発
振
興
事
業

　

一
件
１
０
０
万
円
ま
で
（
１
／
２
以
内
）

・
新
規
起
業
等

　

一
件
３
０
０
万
円
ま
で
（
１
／
２
以
内
）

《
対 

象 

者
》

　

町
長
が
適
当
と
認
め
る
個
人
ま
た
は
団
体

《
募
集
期
限
》
５
月
30
日
㈮

《
詳
細
・
申
込
先
》

　

役
場
経
済
課
商
工
観
光
担
当

�

☎
25

－

２
１
４
１
内
線
２
４
２

平成25年度まちづくり活動支援補助金助成事業

足しょろフットパスによる「フィールドワーク」

産
業
振
興
事
業
補
助
金

ま

ち

づ

く

り

活

動

支

援

補

助

金

住
環
境
整
備
補
助
金

皆
さ
ん
の
ま
ち
づ
く
り
に
対
す
る
想
い
や
気

付
き
か
ら
始
ま
る
創
意
工
夫
に
溢
れ
た
「
ま

ち
づ
く
り
活
動
」
を
支
援
し
ま
す
。

《
対
象
と
な
る
活
動
》

町
内
で
実
施
さ
れ
る
活
動
で

・
地
域
の
課
題
に
自
主
的
に
取
り
組
む
も
の

や
活
性
化
に
つ
な
が
る
も
の

・
環
境
や
福
祉
、
文
化
、
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
各

分
野
に
お
け
る
町
民
を
対
象
に
し
た
も
の

・
自
主
防
災
組
織
に
関
す
る
も
の�

な
ど

《
対 

象 

者
》

次
の
全
て
に
該
当
す
る
団
体

・
法
人
格
を
有
し
て
い
な
い
こ
と

・
構
成
員
が
５
人
以
上
で
、
そ
の
過
半
数
が

町
内
在
住
、
在
勤
、
在
学
し
て
い
る
こ
と

・
宗
教
活
動
、
政
治
活
動
、
選
挙
活
動
お
よ

び
営
利
を
目
的
と
し
た
活
動
を
行
っ
て
い

な
い
こ
と

・
法
令
等
に
違
反
す
る
活
動
や
公
益
を
害
す

る
恐
れ
の
あ
る
活
動
を
行
っ
て
い
な
い
こ

と
《
補
助
金
額
》
一
団
体
30
万
円
ま
で

《
募
集
期
限
》
５
月
30
日
㈮

《
詳
細
・
申
込
先
》

　

役
場
総
務
課
企
画
財
政
室
企
画
調
整
担
当

�

☎
25

－

２
１
４
１
内
線
３
１
４

本
町
に
定
住
し
、
安
心
し
て
住
み
続
け
る
こ

と
が
で
き
る
住
環
境
づ
く
り
を
支
援
す
る
た

め
、
町
内
業
者
が
施
工
し
た
場
合
、
補
助
金

を
交
付
し
ま
す
。

《
対
象
と
な
る
工
事
お
よ
び
補
助
金
額
》

《
対

象

者
》

　

町
内
に
在
住
し
、
か
つ
町
税
等
の
滞
納
が

な
い
方
な
ど

《
募
集
期
限
》
12
月
30
日
㈫

　

※
予
算
が
な
く
な
り
次
第
、
終
了
し
ま
す
。

《
申
込
先
・
詳
細
》

　

役
場
建
設
課
建
設
室
建
築
担
当

�

☎
25

－

２
１
４
１
内
線
３
８
２ ※補助要件は、工事区分によって異なります。

工　事　区　分 補　助　金　額

新　　築 １００万円

耐震診断 １／２以内（上限３万円）

増改築・住宅改修工事
（リフォーム、
�バリアフリー改修など）

10万～20万円までの工事 １／２以内

20万円を
超える工事

10万円
＋

20万円を超えた額の1/8
（上限１００万円）

耐震改修工事を
� 伴う住宅改修工事

１００万円までの工事 １／２以内

１００万円を
超える工事

50万円
＋

100万円を超えた額の1/8
（上限１００万円）

太陽光発電システムの導入 １キロワット当たり５万円（４キロワット以内）

木質ペレットストーブの導入 １／２以内　上限20万円

本
年
度
で
最
後
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町
の
高
齢
者
福
祉
の
拠
点
と
な
る
足
寄
町
地
域
支
え
合
い
セ
ン
タ
ー
が
、

４
月
１
日
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
、
町
が
進
め
て
き
た
「
医
療
と
介
護
・
保
健
・
福
祉
の
連
携

シ
ス
テ
ム
」
の
一
翼
を
担
う
施
設
で
、
今
回
オ
ー
プ
ン
し
た
同
セ
ン
タ
ー

は
『
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
施
設
』
と
『
地
域
交
流
施
設
』
と
い
う

２
つ
の
施
設
か
ら
な
っ
て
い
ま
す
。

　

本
号
で
は
、
両
施
設
の
概
要
や
利
用
者
な
ど
の
声
を
紹
介
し
ま
す
。

高
齢
者
等
複
合
施
設
の
愛
称
が

〝
む
す
び
れ
っ
じ
〟
に
決
定
！

　
こ
の
施
設
は
、
地
域
支
え
合
い

セ
ン
タ
ー
の
ほ
か
、
本
年
度
建
設

さ
れ
る
「
認
知
症
高
齢
者
グ
ル
ー

プ
ホ
ー
ム
」
と
「（
仮
称
）
生
活

支
援
長
屋
」
で
構
成
さ
れ
ま
す
。 

　
新
た
に
誕
生
す
る
本
施
設
が
、

広
く
町
民
に
親
し
ん
で
も
ら
え
る

よ
う
愛
称
を
募
集
し
た
と
こ
ろ
、

た
く
さ
ん
の
ご
応
募
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　
選
考
の
結
果
、
次
の
作
品
を
愛

称
と
し
て
決
定
し
ま
し
た
。

愛　

称

：

む
す
び
れ
っ
じ

応
募
者

：

須
田　

亙
さ
ん

（
旭
町
３
）

　
「
む
す
び
れ
っ
じ
」
は
〝
結
ぶ
〟

と
〝
ビ
レ
ッ
ジ
（
小
集
落
）〟
を

合
わ
せ
た
言
葉
で
す
。〝
結
ぶ
〟
は
、

人
と
人
と
が
お
互
い
に
支
え
合
い
、

助
け
合
う
と
い
う
願
い
を
込
め
て

こ
の
地
域
が
繋
が
っ
て
い
く
こ
と

を
意
味
し
、〝
ビ
レ
ッ
ジ
〟
は
い

く
つ
か
の
機
能
を
持
っ
た
施
設
が

ま
と
ま
り
を
持
っ
た
場
所
と
空
間
、

そ
し
て
時
間
の
拠
点
と
し
て
表
現

さ
れ
て
い
ま
す
。

小規模多機能型居宅介護施設地 域 交 流 施 設

　介護認定を受けられた方が、住み慣

れた家や地域で生活を続けていけるよ

うに、利用される方の状態や必要な程

度に応じて「通い」を中心に「宿泊」

「訪問」の３つのサービスを組み合わ

せて提供する在宅介護サービスです。

定　　員：登録25人 

　（通い15人／日・宿泊９人／日）

宿泊室数：９室

月額利用料金：サービスを利用するた

めには、要介護度によって次のよう

な利用料金がかかります。また、食

事代や宿泊費のほか、おむつ代など

自己負担をいただくものもあります。

　要支援１：　４，４９８円

　要支援２：　８，０４７円

　要介護１：１１，５０５円

　要介護２：１６，４３２円

　要介護３：２３，４３９円

　要介護４：２５，７６５円

　要介護５：２８，３０５円

詳　細：役場福祉課総合支援相談室

　　　　☎２５－９２００

　介護予防の拠点としてだけではなく、

人と人とのつながりを持つことができ

る場として、町内に住む高齢者であれ

ば誰でも利用できます。友人同士での

おしゃべりやカラオケなど自由に利用

できるほか、レクリエーションや料理

教室などの催しも開催されます。

　昼食や入浴などを利用する場合は料

金がかかりますが、利用者登録（お達

者クラブ：登録料無料）をするとお得

になります。

　また、窓拭きや雑巾縫い、施設周り

の草むしりなど、ボランティアとして

お手伝いいただける方も募集していま

す！まずは、気軽にお越しください。

利用時間　午前８時30分～午後10時

利 用 料（１日当たり） 

・登　録　者　６００円

　（昼食代・入浴料・お茶代を含む）

・登録者以外　昼食代　６００円

　　　　　　　入浴料　１５０円

詳　細：地域支え合いセンター

　　　　☎２８－０１７７

介護認定を受けている方元気な高齢者の方

人
と
人
と
の
絆
を
結
ぶ

地
域
支
え
合
い
セ
ン
タ
ー

利用者の声/管野光さ
ん（81歳）町民が望む施設を目指して

地域支え合いセンター 業務管理者 井澤靖子さ
ん

　今、職員の人たちにお風呂に入れてもら

ったところ。サッパリして気持ちが良かっ

たよ。でも、介護用のお風呂だからか、ち

ょっと湯船が小さくて残念。今度は大きな

お風呂に入ってゆっくりしてみたいな。

　今日はこの後、ゲームとかするらしいか

ら楽しみだよ。家ではテレビを見たり、家

の周りを歩いたりするぐらいだから、ここ

に来たら気分転換もできるしね！

　利用者の方が“ここを利

用してよかった”－そう思

っていただけるような施設

づくりを目指しています。

　そのためには、町や社会

福祉協議会の関係者だけで

はなく、町民の皆さんのア

イデアやアドバイスが必要。“ここは、自分

たちの施設”という気持ちで、この施設に関

わっていただけるのが理想です。

　元気な方も介護が必要な方も、できるかぎ

り在宅で暮らしていけるように、私たち職員

が一丸となって、全力で支援させていただき

ますので、どうぞよろしくお願いします。 介護職員と笑顔を見せる管野さ
ん（写真右）

（仮称）生活支援長屋認知症高齢者グループホーム

小規模多機能型居宅介護施設地域交流施設

25年度
完成

26年度建設

高 齢 者 等 複 合 施 設
【 愛 称： む す び れ っ じ 】

足寄町地域支え合いセンター（小規模多機能型居宅介護施設・地域交流施設）

足寄町北２条４丁目41番地　☎28－0177　FAX：25－3366

足寄町地域支え合いセンター
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シリーズ～新しい総合計画の策定に向けて①～

マチの「将来像」を一緒に考えませんか？

総合計画策定専門委員を公募します

　町では「緑輝く大地に人のやさしさがあふれるまち」をまちの目指す将来像として掲げ、 

第５次総合計画（計画期間：平成17～26年度）に基づき、

町民の皆さんとともに、 まちづくりを進めてきました。

　このたび、次期計画となる足寄町第６次総合計画（計画期間：平成27～36年度）の策定に当たり、

これからのまちづくりに関する事項について審議を行う「足寄町第６次総合計画策定専門委員会」の

委員を公募します。多くの皆さんの応募をお待ちしています。

ま
ち
づ
く
り
に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
！

総
合
計
画
策
定
専
門
委
員

募

集

内

容

あ
な
た
の
声
を
ま
ち
づ
く
り
に
�

み
ん
な
の
広
場
Ａ
メ
ー
ル

【
募
集
人
員
】　

３
人
程
度

【
任　
　

期
】

　

平
成
26
年
５
月
か
ら
総
合
計
画
策
定
終
了

　

（
平
成
27
年
９
月
ご
ろ
）
ま
で

【
応
募
資
格
】

　

足
寄
町
内
に
在
住
の
20
歳
以
上
の
方
で
、

ま
ち
づ
く
り
に
関
心
が
あ
り
、
平
日
昼
間

に
開
催
す
る
会
議
に
出
席
で
き
る
方

【
会
議
開
催
予
定
】

　

任
期
中
の
６
回
程
度

【
報 

酬 

等
】

　

会
議
出
席
の
都
度
、
町
条
例
の
規
定
に
よ

り
報
酬
・
費
用
弁
償
を
お
支
払
い
し
ま
す
。

【
応
募
締
め
切
り
】

　

４
月
30
日
㈬
ま
で

【
応
募
方
法
】

　

応
募
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
応
募
用
紙
を

お
送
り
し
ま
す
の
で
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

【
そ 

の 

他
】

　

応
募
多
数
の
場
合
は
、
選
考
と
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
の
で
、
ご
了
承
願
い
ま
す
。

詳　
　

細

　

役
場
総
務
課
企
画
財
政
室
企
画
調
整
担
当

�

☎
25

－

２
１
４
１
内
線
３
１
７

　

町
で
は
、
町
民
の
皆
さ
ん
の
声
を
今
後
の

ま
ち
づ
く
り
に
反
映
さ
せ
る
た
め
「
み
ん
な

の
広
場
Ａ
メ
ー
ル
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
が
日
ご
ろ
か
ら
町
行
政
に
対
し
て

感
じ
て
い
る
こ
と
、
最
近
気
に
な
っ
て
い
る

こ
と
、
こ
ん
な
ア
イ
デ
ア
を
ま
ち
づ
く
り
に

生
か
し
て
ほ
し
い
、
こ
こ
が
分
か
ら
な
い
な

ど
、
ど
ん
な
内
容
で
も
結
構
で
す
。「
Ａ
メ

ー
ル
」
を
使
っ
て
気
軽
に
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

Ｆ
Ａ
Ｘ
で
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　

お
寄
せ
い
た
だ
い
た
ご
意
見
や
ご
要
望
な

ど
、
全
て
に
町
長
が
目
を
通
し
ま
す
。
住
所
、

氏
名
な
ど
連
絡
先
が
記
載
さ
れ
て
い
な
い
も

の
に
つ
い
て
は
回
答
で
き
ま
せ
ん
が
、
今
後

の
ま
ち
づ
く
り
の
参
考
と
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

　

ま
た
、
寄
せ
ら
れ
た
ご
意
見
、
ご
要
望
な

ど
の
一
部
を
「
広
報
あ
し
ょ
ろ
」
で
紹
介
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
が
、
年
齢
、
性
別
の
み

と
し
、
住
所
、
氏
名
な
ど
は
掲
載
し
ま
せ
ん
。

申
込
先
・
詳
細

�

役
場
総
務
課
総
務
室
広
報
広
聴
担
当

�

☎
25

－

２
１
４
１
内
線
３
３
５

�

Ｆ
Ａ
Ｘ
25

－

２
４
８
８

フ
ォ
ス
ト
リ
ー
あ
し
ょ
ろ

〝
足

寄

動

物

化

石

博

物

館
〟

銀
河
の
森
天
文
台

〝
り
く
べ
つ
宇
宙
地
球
科
学
館
〟

研
究
調
査
な
ど
で

連
携

教
育
委
員
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
が
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た

　

３
月
20
日
に
足
寄
動
物
化
石
博
物
館
（
澤

村
寛
館
長
）
と
陸
別
宇
宙
地
球
科
学
館
（
上

出
洋
介
館
長
）
は
、
地
域
振
興
・
教
育
振
興
・

人
材
育
成
お
よ
び
学
術
文
化
の
向
上
発
展
に

寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
連
携
協
定
を
締

結
し
ま
し
た
。

　

両
館
と
も
に
、
１
９
９
８
（
平
成
10
）
年

の
開
館
以
来
、
先
端
的
な
研
究
成
果
や
自
然

科
学
に
対
す
る
魅
力
・
面
白
さ
を
伝
え
る
一

般
展
示
や
自
然
科
学
分
野
で
最
前
線
の
研
究

に
貢
献
し
、
博
物
館
・
科
学
館
と
し
て
の
役

割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
連
携
協
定
に
よ
り
、
今
後
は
両
館
職

員
が
参
加
す
る
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
す
る
ほ
か
、

運
営
面
の
協
力
や
相
互
Ｐ
Ｒ
を
図
っ
て
い
く

こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
両
館
を
利
用
す
る
と
割
引
が
受
け

ら
れ
る
優
待
券
の
配
布
も
、
同
日
か
ら
行
わ

れ
て
い
ま
す
。

　

包
括
連
携
協
定
の
調
印
式
で
、
上
出
科
学

館
長
は
「
科
学
が
目
指
し
て
い
る
と
こ
ろ
は
、

生
命
や
地
球
が
ど
う
し
て
で
き
た
の
か
と
い

う
こ
と
。
化
石
も
望
遠
鏡
も
一
つ
の
手
法
に

過
ぎ
ず
、
異
分
野
間
で
の
連
携
は
全
国
的
に

も
珍
し
い
。
こ
の
両
館
の
連
携
を
き
っ
か
け

に
、
全
国
で
も
こ
う
い
っ
た
動
き
が
広
ま
れ

ば
」
と
期
待
を
寄
せ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
澤
村
博
物
館
長
は
「
隣
町
同
士
の

足
寄
と
陸
別
が
連
携
し
、
こ
れ
か
ら
具
体
的

な
活
動
が
始
ま
る
。
教
育
や
研
究
な
ど
さ
ま

ざ
ま
な
連
携
を
生
か
し
な
が
ら
、
ふ
る
さ
と

か
ら
銀
河
に
向
か
っ
て
、
ま
た
銀
河
か
ら
ふ

る
さ
と
を
引
っ
張
る
よ
う
な
活
動
が
で
き
れ

ば
」
と
抱
負
を
述
べ
ま
し
た
。

　

４
月
か
ら
、
町
教
育
委
員
会
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
を
公
開
し
て
い
ま
す
。

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
、
町
内
の
教
育
に
関

す
る
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
の
ほ
か
、
教
育
委
員

会
が
主
催
・
後
援
す
る
各
種
事
業
の
案
内
や

文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
関
係
団
体
な
ど
を
紹
介
し

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
イ
ベ
ン
ト
な
ど
日
々
の
出
来
事
を

伝
え
る
「
Ｂ
Ｏ
Ｅ
ブ
ロ
グ
」
や
知
っ

て
い
る
と
役
に
立
つ
「
ち
ょ
こ
っ
と

英
会
話
」
な
ど
、
肩
の
力
を
抜
い
て

楽
し
め
る
情
報
も
満
載
。

　

新
鮮
で
、
役
立
つ
情
報
を
発
信
し

ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

詳　

細　

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
室

�
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３
１
８
８

協定書を交換し、握手を交わす上出館長

（左から２人目）と澤村館長（同３人目）

教育委員会ホームページアドレス　www.town.ashoro.hokkaido.jp/ki



まちかどまちかどまちかど

14

写真をご希望の方は広報広聴担当まで

15

まちかどまちかどまちかど

15

　足寄町出身でバスクラリネット奏者の坂田

光子さ
んと、名古屋芸術大学大学院で教授を務

める竹内雅一さ
んらによるジョイントコンサー

トが町民センターで行われました。Ａ．モー

ツアルトの「アヴェ・ヴェルム・コルプス」

などのクラシックの名曲を奏で、来場した約

３００人の観衆を魅了しました。

３.９ 聴衆を魅了して

３.９ 防犯を願って

　一般町民を対象とした英会話教室「イアン

と英会話」（町教育委員会主催、全４回）が

町民センターで開催されました。初級・中級

コースにそれぞれ７人が参加し、町国際交流

員のイアン・ラスカウスキーさ
んから、英会話

で良く使われる単語やフレーズを学びながら、

英会話を楽しみました。

　第47回防犯かるた大会（足寄町防犯協会主

催、五十嵐健二会長）が南区コミュニティセ

ンターで開催され、小学生の部に３チーム10

人、一般・高齢者の部に５チーム15人が出場

しました。選手たちは足寄町下の句かるた振

興会（大貫弘成会長）会員による読み上げに

集中し、真剣な表情で札を取り合いました。

３.８ 読書感想文コンクール

３.５ 英会話を楽しむ

　第37回足寄町読書感想文コンクール（町教

育委員会主催）の表彰式が町民センターで開

催されました。受賞者を代表して、管野菜奈

さ
ん（足寄中３年）が「本に囲まれていると落

ち着く自分に気付いた。これからも魅力あふ

れる本に出会い、一歩ずつ歩んでいきたい」

とあいさつしました。

２.26 防災の知識を深める

２.12 将棋を楽しもう！

３.１ 地域活性化のために
　足寄町社会福祉協議会ボランティアセンタ

ー主催によるボランティア講座が同協議会で

開かれ、23人が参加。夕張市ボランティアセ

ンター代表幹事の矢口孝行さ
んが、夕張市のボ

ランティア活動の現状を話し「ボランティア

は地域の活性化や今後の人生で貴重なもの」

とボランティアへの参加を呼び掛けました。

　第28回ふるさとを考える町民のつどい（足

寄町自治会連合会主催）が町民センターで開

催され、約80人が参加しました。北海道ＨＵ

Ｇ研究会のメンバー３人が講師を務め、“Ｈ

ＵＧ（ハグ）”と呼ばれる避難所運営ゲーム

や防災備蓄品の試食を通し、災害に対する知

識を深めました。

２.21 お金について学ぶ
　消費生活出前講座が中央児童館で開催され、

小学生53人が参加しました。講師を務めたの

は、消費生活専門相談員として道内で活躍す

る上村正子さ
んと、町消費生活相談員の石井布

美子さ
ん、髙安ユミ子さ

んの３人。予算内で遠足

の弁当の材料を購入する「すごろくゲーム」

を通し、お金の知識を楽しく学びました。

　将棋に触れ、親しんでもらうことを目的と

した「将棋を楽しむ会」（足寄将棋同好会主催、

全９回）が町民センターで開催されました。

１回目の開催となったこの日は、幼児や小学

生ら12人が参加。同会会員４人が、参加者の

レベルに合わせ駒の動かし方や効果的な攻め

方などを丁寧に指導しました。
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ミセス ユミ子の

消費生活Ｑ＆Ａ

髙安ユミ子消費生活相談員

第
17
回

　

消
費
生
活
相
談
員
に
な
っ
て
11
カ
月
の
新

人
で
す
が
、
皆
さ
ん
の
暮
ら
し
に
役
立
つ
情

報
を
お
知
ら
せ
で
き
る
よ
う
頑
張
り
ま
す
の

で
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

さ
て
、
今
回
は
転
入
・
転
出
と
引
っ
越
し

の
シ
ー
ズ
ン
で
す
の
で
、
何
か
と
相
談
の
多

い
原
状
回
復
に
関
す
る
疑
問
や
引
っ
越
し
荷

物
の
破
損
に
つ
い
て
取
り
上
げ
ま
す
。

原
状
回
復
の
対
象
範
囲
っ
て
？

　

賃
借
人
の
「
原
状
回
復
」
義
務
に
つ
い
て
、

過
去
の
裁
判
の
判
例
を
み
て
も
「
賃
借
人
の

原
状
回
復
の
対
象
範
囲
は
、
賃
借
人
の
過
失

に
よ
り
破
損
し
た
箇
所
や
変
更
・
改
変
し
た

箇
所
の
損
害
賠
償
の
み
で
あ
り
、
通
常
の
使

用
に
よ
る
汚
損
、
磨
耗
部
分
は
対
象
外
と
な

っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
賃
借
物
の
使
用
に
当

然
伴
う
も
の
は
、
本
来
の
使
用
の
対
価
で
あ

る
賃
料
（
家
賃
）
に
よ
っ
て
賄
わ
れ
る
べ
き

も
の
で
あ
る
」
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
契
約
書
の
特
約
事
項
も
、
法
律
に

違
反
す
る
内
容
の
も
の
や
当
事
者
間
の
合
意

が
な
さ
れ
て
い
な
い
場
合
に
は
無
効
に
な
る

場
合
も
あ
り
ま
す
。

　

家
主
か
ら
の
一
方
的
な
補
修
費
請
求
に
対

し
て
納
得
い
か
な
い
場
合
に
は
、
消
費
生
活

相
談
所
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

引
っ
越
し
業
者
に
よ
る
ト
ラ
ブ
ル

　

引
っ
越
し
業
者
に
頼
ん
で
家
財
道
具
を
運

ん
で
も
ら
う
場
合
に
は
、
荷
物
の
破
損
な
ど

も
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

落
ち
着
い
て
か
ら
荷
物
を
ほ
ど
こ
う
と
思

っ
て
も
、
つ
い
つ
い
そ
の
ま
ま
に
し
て
し
ま

い
、
い
ざ
開
梱
し
た
時
に
壊
れ
て
い
た
と
い

う
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　

引
っ
越
し
の
際
に
傷
を
付
け
ら
れ
た
り
物

を
壊
さ
れ
た
り
し
た
場
合
は
、
運
送
業
者
が

損
害
賠
償
を
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

た
だ
し
「
標
準
引
越
運
送
約
款
」
で
は
、

業
者
の
責
任
は
、
荷
物
を
引
き
渡
し
た
日
か

ら
３
カ
月
以
内
に
連
絡
が
な
い
と
消
滅
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。
傷
や
破
損
を
発
見
し
た

ら
す
ぐ
に
業
者
に
連
絡
す
る
よ
う
に
し
ま
し

ょ
う
。

　

以
上
の
よ
う
に
事
業
者
と
の
自
主
交
渉
の

際
は
、
国
土
交
通
省
の
原
状
回
復
の
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
を
参
考
に
し
た
り
、
関
係
機
関
に
問

い
合
わ
せ
た
り
し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
自
主
交
渉
が
難
し
い
場
合
は
少
額

訴
訟
と
い
う
方
法
も
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

【
消
費
生
活
相
談
所
か
ら
の
お
知
ら
せ
】

　

消
費
生
活
相
談
所
で
は
、
本
年
度
も
毎
月

第
２
水
曜
日
に
上
村
正
子
消
費
生
活
専
門
相

談
員
に
よ
る
相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

詳
し
く
は
、
く
ら
し
の
カ
レ
ン
ダ
ー
で
確
認

し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
無
料
で
消
費
生
活
専
門
の
講
師
を

派
遣
す
る
出
前
講
座
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

日
時
等
は
ご
相
談
に
応
じ
ま
す
の
で
、
自

治
会
や
老
人
ク
ラ
ブ
、
趣
味
の
仲
間
な
ど
で

ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

詳　

細　

役
場
住
民
課
住
民
生
活
担
当
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線
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みんなで札幌ドームに行こう！

足　ス　ポ� ２０１４年（平成２６年）４月１１日（金曜日）

　

北
海
道
日
本
ハ
ム
フ
ァ

イ
タ
ー
ズ
「
２
０
１
４
北

海
道
１
７
９
市
町
村
応
援

大
使
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
が

次
の
通
り
行
わ
れ
ま
す
。

　

ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
札
幌

ド
ー
ム
へ
足
を
運
ん
で
、

２
０
１
４
足
寄
町
応
援
大

使
の
飯
山
裕
志
選
手
と
中

島
卓
也
選
手
を
応
援
し
ま

し
ょ
う
。

足

寄

町

応

援

オ
リ
ジ
ナ
ル
Ｃ
Ｍ

　

２
０
１
４
年
大
使
の
飯

山
・
中
島
両
選
手
が
出
演

し
、
足
寄
町
の
魅
力
を
Ｐ

Ｒ
す
る
球
団
制
作
の
オ
リ

ジ
ナ
ル
Ｃ
Ｍ
が
、
札
幌
ド

ー
ム
の
大
型
ビ
ジ
ョ
ン
で

放
映
さ
れ
ま
す
。

　

足
寄
の
魅
力
が
満
載
の

Ｃ
Ｍ
を
、
ぜ
ひ
あ
な
た
の

目
で
�

足
寄
町
ヒ
ー
ロ
ー
賞

　

札
幌
ド
ー
ム
で
の
主
催

試
合
で
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
勝

利
時
に
、
当
日
の
ヒ
ー
ロ

ー
選
手
に
足
寄
町
特
産
品

が
贈
ら
れ
ま
す
。
何
が
贈

ら
れ
る
の
か
は
、
お
楽
し

み
に
�

フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
プ
レ
ス

　

球
団
が
発
行
し
、
球
場

を
中
心
に
配
布
さ
れ
て
い

る
、
お
な
じ
み
の
『
フ
ァ

イ
タ
ー
ズ
プ
レ
ス
』
の
市

町
村
Ｐ
Ｒ
コ
ー
ナ
ー
に
足

寄
町
が
登
場
し
ま
す
。

　

発
行
部
数
が
限
ら
れ
て

い
ま
す
の
で
、
球
場
に
足

を
運
ん
で
、
ぜ
ひ
手
に
入

れ
ま
し
ょ
う
。

　

北
海
道
日
本
ハ
ム
フ
ァ

イ
タ
ー
ズ
の
「
２
０
１
４

北
海
道
１
７
９
市
町
村
応

援
大
使　

決
起
集
会
」
が

３
月
３
日
に
札
幌
市
内
の

ホ
テ
ル
を
会
場
に
開
催
さ

れ
、
安
久
津
勝
彦
町
長
が

参
加
し
ま
し
た
。

躍

進

を

誓

う

　

決
起
集
会
に
は
、
今
年

応
援
大
使
が
就
任
し
た
18

市
町
村
の
代
表
者
と
応
援

大
使
が
出
席
。

　

選
手
会
会
長
の
大
野
奨

太
選
手
が
、
今
年
一
年
の

フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
の
躍
進
と

18
市
町
村
の
地
域
活
性
化

を
力
強
く
誓
い
ま
し
た
。

特
製
Ｐ
Ｒ
名
刺
を
進
呈

　

続
い
て
行
わ
れ
た
激
励

会
で
は
、
安
久
津
町
長
が

２
０
１
４
足
寄
町
応
援
大

使
を
務
め
る
飯
山
裕
志
選

手
と
中
島
卓
也
選
手
の
お

二
人
に
足
寄
町
Ｐ
Ｒ
用
の

特
製
名
刺
を
手
渡
し
、
握

手
を
交
わ
し
ま
し
た
。

Ｆ
戦
士
と
18
市
町
村
代
表
者
が
集
結
！

決
起
集
会
で
今
年
の

活
躍
を
力
強
く
宣
言

飯山裕志選手 中島卓也選手

開
催
日
程
が
決
ま
る
！

開
催
日
程
が
決
ま
る
！

創

刊

号

北
海
道
１
７
９
市
町
村

応
援
大
使
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

足
ス
ポ

No.1

「北海道179市町村応援大使」プロジェクト日程（足寄町関係分）

プロジェクト 対　　象　　日

市町村ＣＭ

４月８日（火）
東北楽天

４月26日（土）
千葉ロッテ

５月２日（金）
オリックス

５月23日（金）
横浜 DeNA

６月15日（日）
東京ヤクルト

６月28日（土）
東北楽天

８月３日（日）
福岡ソフトバンク

９月３日（水）
東北楽天

ヒーロー賞
３月29日（土）

オリックス
５月20日（火）

中日
８月１日（金）

福岡ソフトバンク

ファイターズプレス
８月21日（木）～31日（日）に開催される主催7試合で配布されます。

※８月29日（金）～31日（日）は、東京ドームで開催

終 了

終 了

国

民

生

活

セ

ン

タ

ー

に

寄

せ

ら

れ

た

相

談

事

例

　

転
勤
の
た
め
、
賃
貸
マ
ン
シ
ョ
ン
を

退
去
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
入
居
の
際

に
礼
金
と
別
に
敷
金
４
カ
月
分
の
56
万

円
を
支
払
っ
た
。
契
約
時
に
そ
の
内
の

２
カ
月
分
は
返
金
さ
れ
な
い
と
説
明
さ

れ
て
い
た
。
自
分
で
は
き
れ
い
に
使
用

し
て
い
た
つ
も
り
だ
っ
た
が
、
残
り
２

カ
月
分
の
う
ち
23
万
円
以
上
が
リ
フ
ォ

ー
ム
代
に
充
て
ら
れ
る
と
言
わ
れ
た
。

夫
婦
２
人
の
み
で
子
ど
も
は
お
ら
ず
、

汚
れ
て
い
な
い
と
思
う
。
内
訳
を
出
し

て
も
ら
っ
た
が
、
ク
ロ
ス
張
替
部
分
で

納
得
で
き
な
い
費
用
も
あ
る
。

 

（
30
代 

男
性 

給
与
生
活
者
）



1819

　義経の里本別公園内のボート・ゴーカート等
の有料遊具が４月から運営を開始します。ご家
族連れで、ぜひ本別公園に遊びに来てください。
期　間　４月19日㈯－10月13日㈪
運営日　土・日・月（ゴーカートのみ）・祝日
※その他の運営日はお問い合わせください。
時　間
　４－６月　午前10時30分－午後４時30分
　７－８月　午前９時30分－午後４時30分
　９－10月　午前10時30分－午後３時30分
料　金
・ボート　２００円／30分
・ゴーカート（コース１週）
　２００円／１人乗り、３００円／２人乗り
・バッテリーカー　50円
詳　細
� 本別公園「義経の館」　☎２２－４４４１

義経の里本別公園の遊具を
ご利用ください

第26回日産カップ
オールジャパンパッチ選手権 in 陸別

　大人のためのパッチ（メンコ）の大会です。

「もう一度あのころの腕を振るいたい」そう思

っているあなた�ぜひ一度ご参加ください。

日　　時　４月20日㈰　午前10時－

場　　所　陸別町タウンホール

参加資格　20歳以上の男女

参 加 料　１，７００円

参加申し込み　電話で先着96人

詳細・申し込み

� 陸別町役場産業振興課内大会事務局

� ☎２７－２１４１内線１３５

お知らせ
福祉サービスの利用に関する
苦情はありませんか？ 

不正改造は犯罪です！

町 職 員 人 事（３月31日付）

　道福祉サービス運営適正化委員

会では、福祉サービスを受けてい

て感じる不満、要望、苦情を受け

付け、解決のお手伝いをしていま

す。福祉サービスの利用者やその

家族の方などから申し出があった

苦情に関し、相談や助言を行い、

必要がある場合は福祉サービスの

事業者等に対する事情調査や苦情

の解決のためのあっせんなどを行

います。秘密は厳守し、また相談

費用も掛かりませんので、安心し

てご利用ください。

受付時間　月曜日－金曜日

　　　　　午前９時－12時

　　　　　午後１時－５時

詳　　細

道福祉サービス運営適正化委員会

� ☎０１１－２０４－６３１０

　不正に改造された車両によって、国民生活の安全・安心が脅かされて

いることが問題となっています。不正改造については、改造を実施する

こと、改造された自動車を走行させることの両方が法律により禁じられ

ており、これに違反すると整備命令の交付を受けたり、罰金等の対象と

なりますので、不正改造は絶対に止めましょう。

詳　　細� 国土交通省北海道運輸局帯広運輸支局

� ☎０１５５－３３－３２８２

●足寄町発令・退職者

　込　山　知　子（福祉課保健福祉室長）

　新　野　都美子（福祉課子どもセンター次長）

　藤　浦　和　久（国民健康保険病院看護師長）

●足寄町教育委員会発令・退職者

　上　谷　一　美（教育総務室給食センター所長）

ま
ち
の
健
康
だ
よ
り

健
診
を
受
け
て
介
護
予
防

　

「
介
護
予
防
」
と
聞
い
た
と
き
、
皆
さ
ん

は
何
を
イ
メ
ー
ジ
す
る
で
し
ょ
う
か
。

　

高
齢
期
に
な
っ
て
か
ら
運
動
を
し
て
足
を

鍛
え
る
、
計
算
ド
リ
ル
を
解
い
て
脳
の
働
き

を
活
発
に
す
る
、
家
に
閉
じ
こ
も
ら
ず
に
で

き
る
だ
け
外
に
出
掛
け
て
歩
く
、
自
分
で
で

き
る
こ
と
は
自
分
で
行
う
な
ど
、
い
ろ
い
ろ

あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

要
介
護
に
至
る
原
因
は
さ
ま
ざ
ま
で
あ
り
、

こ
れ
ら
の
実
践
は
高
齢
期
以
降
大
切
な
心
構

え
で
す
。
し
か
し
、
働
き
盛
り
の
若
い
年
代

か
ら
、
次
の
よ
う
な
病
気
を
予
防
し
た
り
、

重
症
化
を
防
い
だ
り
す
る
こ
と
が
高
齢
期
以

降
の
「
介
護
予
防
」
に
つ
な
が
り
ま
す
。

１　

循
環
器
疾
患

　

脳
血
管
疾
患
（
脳
梗
塞
と
脳
出
血
等
）
や

虚
血
性
心
疾
患
な
ど
の
循
環
器
疾
患
は
、
が

ん
と
並
ぶ
主
要
死
因
で
す
。
そ
し
て
死
亡
に

至
る
前
に
は
要
介
護
と
な
る
場
合
が
多
い
で
す
。��

40
歳
か
ら
64
歳
の
若
い
年
代
の
要
介
護
認
定

で
は
、
脳
梗
塞
に
よ
る
も
の
が
３
割
以
上
を

占
め
て
い
ま
す
。

　

循
環
器
疾
患
は
、
糖
尿
病
、
高
血
圧
、
脂

質
異
常
症
、
喫
煙
等
に
よ
る
血
管
の
損
傷
に

よ
り
起
こ
り
ま
す
。

２　

糖
尿
病

　

糖
尿
病
は
虚
血
性
心
疾
患
等
の
心
血
管
疾

患
の
リ
ス
ク
を
高
め
、
更
に
は
神
経
障
害
、

網
膜
症
、
肝
機
能
障
害
、
足
病
変
と
い
っ
た

合
併
症
を
起
こ
し
、
生
活
の
質
（
Ｑ
Ｏ
Ｌ
）

に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
ま
す
。
糖
尿
病
の

悪
化
も
要
介
護
状
況
を
引
き
起
こ
し
ま
す
。

　

ま
た
、
糖
尿
病
は
が
ん
や
認
知
症
と
の
関

連
も
見
逃
せ
ま
せ
ん
。

３　

認
知
症

　

認
知
症
に
は
主
に
、
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
型

認
知
症
と
脳
血
管
性
認
知
症
が
あ
り
ま
す
。

　

ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
型
認
知
症
の
原
因
は
「
ア

ミ
ロ
イ
ド
β
タ
ン
パ
ク
」
と
い
う
物
質
が
た

ま
り
、
神
経
細
胞
が
死
ん
で
脳
の
委
縮
が
進

行
し
ま
す
。
糖
尿
病
、
糖
尿
病
予
備
軍
の
人

は
、
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
型
認
知
症
に
な
る
リ

ス
ク
が
通
常
の
人
よ
り
２
倍
か
ら
４
倍
高
く

な
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

血
糖
値
を
下
げ
る
唯
一
の
ホ
ル
モ
ン
で
あ

る
イ
ン
ス
リ
ン
は
、
糖
尿
病
を
発
症
す
る
と

不
足
し
ま
す
。

　

イ
ン
ス
リ
ン
は
認
知
症
の
原
因
と
言
わ
れ

る
悪
玉
タ
ン
パ
ク
質
で
あ
る
ア
ミ
ロ
イ
ド
β

タ
ン
パ
ク
の
分
解
を
手
伝
う
役
を
担
っ
て
い

る
た
め
、
イ
ン
ス
リ
ン
が
不
足
す
る
こ
と
で

ア
ミ
ロ
イ
ド
β
タ
ン
パ
ク
が
脳
内
に
蓄
積
さ

れ
、
そ
の
結
果
、
認
知
症
を
発
症
す
る
と
い

う
流
れ
が
で
き
て
し
ま
う
の
で
す
。

　

脳
血
管
性
認
知
症
は
、
脳
の
血
管
が
詰
ま

っ
た
り
破
れ
た
り
し
て
そ
の
部
分
の
脳
の
働

き
が
悪
く
な
る
こ
と
で
発
症
し
ま
す
。
そ
の

危
険
因
子
は
高
血
圧
、
糖
尿
病
、
脂
質
異
常

症
、
心
房
細
動
、
心
不
全
、
心
筋
梗
塞
な
ど

の
動
脈
硬
化
性
疾
患
の
合
併
で
す
。

　

こ
れ
ら
の
こ
と
を
整
理
す
る
と
、
働
き
盛

り
の
年
代
か
ら
糖
尿
病
、
高
血
圧
、
脂
質
異

常
症
を
は
じ
め
と
す
る
生
活
習
慣
病
の
発
症
、

重
症
化
を
予
防
し
「
血
管
を
守
る
こ
と
」
が

高
齢
期
以
降
の
「
介
護
予
防
」
に
つ
な
が
る

の
で
す
。

詳　

細　

役
場
福
祉
課
保
健
推
進
担
当

�

☎
25

－

２
５
７
１

血
管
を
守
ろ
う

心筋梗塞・狭心症

脳梗塞

糖尿病・高血圧

脂質異常症
内臓脂肪の蓄積

【詰まった割合】

【現象】

０％25％50％75－90％

自覚症状あり 自覚症状なし

【血管の断面】

５年 30年

年
に
一
度
の
健
診
、
治
療
継
続
が

介
護
予
防
の
第
一
歩
で
す
。
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善意のご寄附・ご寄贈
ありがとうございます
町へ

・蓑島一子さ
ん（下愛冠４丁目）

から高齢者福祉のために

� 10万円

新人を紹介します

・年齢　43歳

・出身　足寄町

・趣味　読書、ドライブ

　「25年ぶりに足寄に戻って

きました。毎日緊張して仕事

をしていますが、１日でも早

く仕事に慣れるよう、笑顔を

忘れずに頑張ります」

辻本　美香
国民健康保険病院

看護師

確定申告の内容が
間違っていたとき

図書室事業
「ブックスタート」

帯広年金事務所からの
お知らせ

ＤＶ・セクハラ・差別などで
悩んでいませんか

春の全道火災予防運動

　提出した確定申告書に計算誤り

や申告漏れなど、申告内容に誤り

があることに気付いた方や確定申

告書の提出をうっかり忘れている

方はいませんか。もう一度ご確認

ください。

　税額を多く申告していたときは

「更正の請求書」を提出し、正し

い税額への訂正を求めることがで

きます。

　税額を少なく申告したことに気

付いたときは「修正申告書」を提

出し、正しい税額に修正してくだ

さい。

　また確定申告書を提出しなけれ

ばならないのに、提出を忘れてい

たときは速やかに確定申告を行っ

てください。

詳　細� 十勝池田税務署

� ☎０１５－５７２－２１７１

　ブックスタートとは、本町で育

つ全ての赤ちゃんが絵本を通して

「あたたかくて楽しいことばのひ

ととき」を持つことを応援するも

のです。

　本年度のブックスタート（５－

７カ月児の乳児健診日に実施）で

プレゼントする絵本が決まりまし

た。

プレゼントする絵本

「なにいろ？」

　　　　　　　作・絵／本信公久

「くだものさん」

　作／ｔｕｐｅｒａ　ｔｕｐｅｒａ

詳　細　教育委員会生涯学習担当

� ☎２５－３１８８

　平成26年度においても年金事務

相談所を次の日程で開設します。

また、本年度から年金相談は予約

制となりますので事前にお問い合

わせください。

開設日

５月20日㈫、７月15日㈫、

９月17日㈬、11月18日㈫、

平成27年１月20日㈫、３月17日㈫
※くらしのカレンダーにも掲載し

ます。

時　間　午前10時30分－午後３時

場　所　足寄町商工会

申込期限　開設日の前日

詳　細� 帯広年金事務所

� ☎０１５５－６５－５００１

　帯広人権擁護委員協議会、釧路

地方法務局帯広支局および帯広市

では、人権についての悩みや困り

ごとを抱えている女性のために「女

性のための人権なんでも相談所」

を定期的に開設しています。

　夫やパートナーからの暴力、職

場におけるセクハラや男女差別な

どで困っている方は、一度相談に

来てみませんか。

※当日の相談は、女性のみとなり

ます。

開設日　①４月23日㈬
　　　　②７月23日㈬
　　　　③９月24日㈬
　　　　④11月26日㈬
時　間　午後１時－３時30分

場　所　とかちプラザ

詳　細　帯広人権擁護委員協議会

� ☎０１５５－２４－５８２３

　４月20日㈰から30日㈬までの11

日間、春の火災予防運動が全道各

地で一斉に実施されます。

　この時期は、全道各地で避難訓

練や火災予防をテーマにしたイベ

ント等が開催されますので、ぜひ

ご参加ください。

詳　細� 道総務部危機対策局

� 危機対策課消防グループ

� ☎０１１－２０４－５００９

募　　集 お知らせ
給食センター補助職員募集

国税専門官募集

十勝管内町村職員採用試験
上級試験受験者募集

法務省専門職員募集

有害鳥獣駆除実施中

道の交通事故相談所を
ご利用ください

　給食センターの調理補助職員を募集します。

募集人数　若干名

業務内容　学校給食の提供に関する業務全般（調理、洗浄、清掃等）

勤務時間　午前８時30分－午後３時　※時間に変動ある日もあり

給　　与　有資格者（５年未満）　１日（５．５時間）　５，２９１円

　　　　　無資格者　　　　　　�１日（５．５時間）　４，７９６円

応募方法　履歴書（写真添付）を持参のうえ、役場総務課総務室職員担

当までご本人がお越しください。

詳　　細� 教育委員会給食センター　☎２５－２５７３

受験資格

・昭和59年４月２日から平成５年４月１日生まれの方

・平成５年４月２日以降生まれで次の条件を満たす方

　①大学を卒業または平成27年３月までに大学を卒業見込みの方

　②人事院が①と同等の資格があると認める方

応募期限　４月14日㈪
申し込み専用メールアドレス　http://www.jinji-shiken.go.jp/juken.html
詳　　細� 札幌国税局人事第２課　☎０１１－２３１－５０１１

受験資格　昭和59年４月２日から

平成５年４月１日生まれの方

受付期間

　４月21日㈪－５月16日㈮
試験日時　６月28日㈯
　　　　　午後１時30分－

試験場所　とかち館

　（帯広市西７条南６丁目２）

※試験案内、試験申込書について

は北海道町村会、各町村役場ホ

ームページから入手することが

できます。

詳　　細� 十勝町村会事務局

� ☎０１５５－２３－６２０４

　法務省では、矯正行政に携わる�

人間科学専門職員を募集していま

す。

試 験 区 分　矯正心理専門職、法

務教官、保護観察官

応 募 期 限　４月14日㈪
第１次試験　６月８日㈰
合格発表日　７月１日㈫
※試験案内、申し込み方法につい

ては法務省のホームページをご

覧ください。

法務省ホームページ

http://www.moj.go.jp
詳　　　細� 札幌矯正管区職員課

� ☎０１１－７８３－５０８３

　町では、エゾシカによる農業被

害や林業被害を減らすために、北

海道猟友会足寄支部の協力により

有害鳥獣駆除を実施しています。

有害鳥獣駆除実施期間に山菜採り

等で山林や畑、牧草地の周囲を歩

く方は、目立つ服装で入林し、設

置されているわなに注意してくだ

さい。

駆除区域

　足寄町全域（鳥獣保護区は除く）

駆除期間　10月末まで

使用する道具

　銃器、くくりわな、囲いわな

詳　細� 役場経済課林業振興担当

� ☎２５－２１４１内線２４５

　北海道では交通事故相談所を設

置し、専門の相談員や弁護士が相

談に応じています。相談を希望す

る方は、必ず予約をお願いします。

詳　細� 十勝総合振興局

� 保健環境部環境生活課

� ☎０１５５－２６－９２４９

足寄百年史
（上・下巻・資料編）

好評発売中

ふるさとの歴史を
振り返ってみませんか？

ご購入は…役場総務課総務室
　　　　　広報広聴担当まで



掲載を希望される方は、役場総務課総務室・広報広聴担当まで

広報あしょろ４月号　№７３２
発　行：足寄町
編　集：総務課総務室　☎25－2141　内線335
〒089-3797　北海道足寄郡足寄町北１条４丁目48番地１
http://www.town.ashoro.hokkaido.jp

☆町内の保育園、保育所に取材に行く

と、いつも「私にもこんなに幼い時

代があったんだな」という懐かしい

気持ちになります。

☆今でも覚えているのは、母がお迎え

の時間になっても来ず、一人で家に

帰ろうとしたことです。保育所から

家までは徒歩５分。「危ないから駄

目よ」という先生の制止を振り切り、

果敢にも保育所を飛び出しました。

☆結局、当時仲良しだった子のお母さ

んが付き添って一緒に帰ってくれた

のですが、家に着いてみるとなんと

母は昼寝をしていたのです。激怒し

たのは言うまでもありません。

沼田　杏
きょう

子
こ

ち
  ゃ
   ん

� （平成24年３月９日生まれ）

　ダンスが得意な杏子。曲を聴

くと踊りだします。お話が上手

になり、優しい言葉を掛けてく

れます。２人のお姉ちゃんと一

緒になって何でも挑戦していま

す。� 正俊・貴子さ
んの子

� （螺湾）
五十嵐　忠

ただ

勝
かつ

ち
  ゃ
   ん

� （平成24年３月11日生まれ）

　アンパンマンと弟が大好き。

お兄ちゃんらしく、毎日弟をあ

やしてくれています。元気いっ

ぱい優しくてたくましい子にな

ってね。

� 太輔・かずみさ
んの子

� （下愛冠２丁目）

鈴木　優
に

心
こ

ち
  ゃ
   ん

� （平成24年１月19日生まれ）

　パパと野球やゴルフボールで

遊ぶことと、ママの絵本の読み

聞かせが大好き。最近はぬいぐ

るみのお世話にも大忙しです。

明るく優しい女の子に育ってね。

� 研司・郁子さ
んの子

� （北３条１丁目）

今月の表紙

　３月17日に行われた「足寄高等学校合格発

表」でのスナップです。

ひとのうごき
３月末の住民基本台帳

人　口　　７，３６１　人　（－75)

　男　　　３，５５８　人　（－41)

　女　　　３，８０３　人　（－34)

世　帯　　３，５５４世帯（－15)

※住民基本台帳法の改正に伴い、外国人住民
を含んだ数値となっています。


